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万全の準備で災害に備える　津別消防演習実施



相
生
と
同
じ
く
、
地
区
の
実
態
調
査
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
柏
町
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
平
成
25
年
６
月

に
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

今
年
６
月
に
１
周
年
を
迎
え
、
参
加
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
の
声
を
聴
き
ま
し
た
。

●
吉
江
利
男
さ
ん

地
域
の
集
ま
り
事
に
は
積
極
的
に
参
加
し
た
い
。
サ

ロ
ン
で
は
ゲ
ー
ム
や
世
間
話
を
し
な
が
ら
皆
で
食
べ
る

昼
食
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て

く
れ
た
琴
の
演
奏
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
音
楽
は
心

を
癒
し
て
く
れ
る
。
今
後
も
演
奏
が
あ
れ
ば
是
非
聴
き

た
い
。

健
康
で
あ
る
限
り
、
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、
親
し
み
の

あ
る
皆
と
会
え
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

●
福
井
眞
知
子
さ
ん

参
加
し
て
い
る
人
が
こ
れ
か
ら
も
楽
し
め
て
、
一
人

暮
ら
し
に
な
っ
て
も
家
で
引
き
こ
も
る
事
無
く
、
気
軽

に
誘
い
合
っ
て
楽
し
め
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
に
し
た
い
。

役
員
同
士
協
力
し
な
が
ら
、
今
後
も
サ
ロ
ン
に
来
て

く
れ
る
人
が
い
る
限
り
、
続
け
て
い
き
た
い
。

◎
「
サ
ロ
ン
に
行
っ
て
み
た
い
」、「
サ
ロ
ン
を

地
域
で
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
ら
・
・
・

サ
ロ
ン
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
健
康
づ
く
り
や
社

会
参
加
の
場
で
す
が
、
同
じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
と
、

世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
で
き
る
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。
同
じ
地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
が
顔
見
知
り
に

な
り
、
関
心
を
寄
せ
て
互
い
を
支
え
あ
う
温
か
い
地

域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

サ
ロ
ン
を
自
治
会
で
立
ち
上
げ
て
み
た
い
な
ど
ご

希
望
が
あ
れ
ば
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
†
76

―
２
１
５
８
）
や
社
会
福
祉
協
議
会
（
†
76
―
１
１

６
１
）
へ
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

サ
ロ
ン
を
始
め
る
ま
で
の
準
備
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

運
営
に
必
要
な
費

用
な
ど
、
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
行
っ
た
、
地
区
の
実
態
調
査
か
ら

「
サ
ロ
ン
」
の
要
望
が
高
ま
り
、
平
成
25
年
３
月
に
始

ま
り
ま
し
た
。

毎
月
一
回
定
例
で
開
催
し
、
運
動
指
導
の
ス
タ
ッ

フ
、
看
護
師
等
も
参
加
し
た
転
倒
予
防
の
体
操
や
ゲ

ー
ム
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
設
当
初
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
が

開
催
を
支
援

し
、
職
員
、

相
生
地
区
の

住
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、

地
域
お
こ
し

協
力
隊
も
サ

ロ
ン
の
運
営

に
加
わ
っ
て
、

健
康
づ
く
り

や
地
域
の
交

流
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
に
、
町
の
保
健
師
が
「
認
知
症
予
防
教
室
」

と
し
て
開
催
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
平
成
18
年
か
ら

は
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主
運
営
で
継
続
し
、
平
成
25
年

か
ら
サ
ロ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
介
護
予
防
」。
運
動
指
導

の
講
師
と
一
緒
に
、
自
宅
で
も
で
き
る
転
倒
予
防
の
体

操
で
体
を
動
か
し
、
お
昼
は
、
特
製
の
「
冷
や
し
ラ
ー

メ
ン
」
を
、

皆
さ
ん
で
楽

し
く
食
べ
ま

し
た
。

参
加
さ
れ

て
い
る
方
は

「
月
１
回
の

サ
ロ
ン
が
楽

し
み
」
「
運

動
教
室
は
遠

く
て
通
え
な

い
の
で
、
こ

う
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
良

い
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し

た
。

高
台
町
と
同
じ
く
、
前
身
は
保
健
師
が
開
催
し
た

認
知
症
予
防
教
室
で
、
初
回
の
開
催
は
平
成
９
年
２

月
と
い
う
、
サ
ロ
ン
の
中
で
は
一
番
長
い
集
ま
り
で

す
。本

岐
市
街
地
の
「
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
」
を
会
場

に
月
１
回
集
ま
り
、
調
理
実
習
や
軽
運
動
、
本
岐
保

育
所
と
の
交
流
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
、

保
健
師
や
運

動
指
導
を
行

う
ス
タ
ッ
フ

も
参
加
し
、

健
康
づ
く
り

に
も
力
を
入

れ
ま
し
た
。

冬
期
間
は

休
止
し
て
い

ま
し
た
が
、

今
年
は
実
施

運
営
が
自
治

会
中
心
と
な

り
、
７
月
頃

に
再
開
予
定

で
す
。

特
集
「
介
護
予
防
」
地
域
で
元
気
に
暮
ら
す

本
岐
「
本
気
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

月
１
回

開
催

高
台
町
「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

毎
月
７
日

開
催

●
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
と
は
？

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
と
近
隣
の
人
々
と
の

ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
た
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
、

地
域
住
民
の
自
主
的
活
動
で
す
。

●
サ
ロ
ン
に
は
こ
ん
な
効
果
が
！

【
楽
し
さ
・
生
き
が
い
・
社
会
参
加
】

「
私
が
い
な
い
と
み
ん
な
が
困
る
」
。
サ
ロ
ン
は
、

そ
ん
な
気
持
ち
に
な
れ
る
と
こ
ろ
。
必
要
と
さ
れ
る

喜
び
が
、
生
き
が
い
や
社
会
参
加
意
欲
を
高
め
ま
す
。

【
無
理
な
く
体
を
動
か
せ
る
】

ご
近
所
の
サ
ロ
ン
に
出
か
け
る
だ
け
で
も
、
家
の

中
で
じ
っ
と
し
て
い
る
の
と
は
違
い
ま
す
。
サ
ロ
ン

の
な
か
で
無
理
な
く
体
を
動
か
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

取
り
入
れ
る
と
一
層
、
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
適
度
な
精
神
的
刺
激
】

人
と
会
い
、
話
し
、
笑
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
で
、
適
度
な
精
神
的
刺
激
に
な
り
ま
す
。

【
生
活
の
メ
リ
ハ
リ
が
つ
く
】

「
○
曜
日
、
○
日
は
サ
ロ
ン
の
日
」
と
楽
し
み
に
す

る
こ
と
で
、
時
間
や
月
日
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
サ
ロ
ン
の
参
加
が
日
課
に
な
り
、
め
り
は
り

が
で
き
ま
す
。

柏
町
「
柏
町
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

毎
月
17
日

開
催

相
生
「
あ
い
あ
い
さ
ろ
ん
」

月
１
回

開
催

「
年
を
と
っ
て
も
健
康
な
体
」
「
地
域
の
温
か
い

つ
な
が
り
」
を
つ
く
る
、

サ
ロ
ン
活
動

サロンで

いきいき

元気に！

町
内
各
地
で
、
サ
ロ
ン
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す

〜
現
在
４
か
所
が
開
催
中
〜



「
津
別
町
１
３
０
年
記
念
・
第
44
回
つ
べ
つ

夏
ま
つ
り
」
が
、
７
月
５
日
・
６
日
の
両
日
、

河
岸
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
日
の
前
夜
祭
は
、
リ
コ
ー
ダ
ー
や
吹
奏

楽
の
演
奏
、
恒
例
の
つ
べ
つ
千
人
お
ど
り
、

も
ち
ま
き
大
会
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
の
花
火
大
会
で
は
夜
空
に
咲
い

た
大
輪
の
花
に
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
６
日
の
本
祭
で
は
、
第

10
回
つ
べ
つ
川
の
ぼ
り
大
会
、
特
産
ビ
ー
フ

ま
つ
り
、
食
べ
物
や
名
産
品
の
出
店
な
ど
に

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
夏
の
一
日
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
行

わ
れ
た
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音
で
は
、
ゴ

ダ
イ
ゴ
の
タ
ケ
カ
ワ
ユ
キ
ヒ
デ
さ
ん
や
札
幌

在
住
の
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
・
ラ
ウ
フ
ェ
ン
の
ラ

イ
ブ
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
・
フ
ォ
ー
リ
ン
ラ
ブ

の
爆
笑
ス
テ
ー
ジ
が
、
会
場
を
埋
め
た
観
衆

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

津
別
に
本
格
的
な
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
催

し
は
、
今
年
も
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

【
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
方
が

助
成
対
象
に
な
り
ま
す
】

ひ
と
り
親
家
庭
で
、
18
歳
未
満
の
児
童
・
生

徒
及
び
そ
の
児
童
等
を
養
育
し
て
い
る
方
が
対

象
で
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
児
童

等
が
20
歳
未
満
ま
で
対
象
と
な
り
ま
す
（
申
請

に
は
在
学
証
明
書
が
必
要
）。

受
給
者
証
は
、
各
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
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町
で
は
、
北
海
道
と
共
同
で
医
療
費
の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
受
給
者
証

は
毎
年
７
月
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

現
在
助
成
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
届
い

て
い
な
い
方
が
い
ま
し
た
ら
役
場
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
　
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

福
祉
医
療
担
当
o
番
窓
口

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
２
９
）

【
初
診
時
一
部
負
担
金
も
助
成
し
ま
す
】

中
学
生
ま
で
助
成
の
対
象
を
拡
大
し
て
い
ま

す
が
、
昨
年
度
よ
り
初
診
時
一
部
負
担
金
も
助

成
す
る
こ
と
と
な
り
、
医
療
費
が
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
定
め
ら
れ
た
医
療
機
関

以
外
は
、
今
ま
で
ど
お
り
医
療
機
関
で
発
行
さ

れ
る
領
収
書
を
役
場
に
持
参
の
上
、
医
療
費
の

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
事
業

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
〜
２
級

と
３
級
（
内
臓
疾
患
の
み
）
、
療
育
手
帳
「
A
」

判
定
の
方
な
ど
で
す
。

受
給
者
証
は
、
各
医
療
機
関
で
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
住
民
税
課
税
で
65
歳
以
上
の
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
方
（
障
が
い
後
期
医
療
制
度
加
入
者
）

は
、
自
己
負
担
が
１
割
と
な
り
ま
す
が
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
も
同
じ
１
割
と
な
り
ま
す
の

で
、
受
給
者
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

と
で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
親
の
外
来
は
医
療
機
関
で
発
行
さ

れ
る
領
収
書
を
役
場
に
持
参
の
上
、
医
療
費
の

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「非核・平和の町宣言」の決議

世界の恒久平和と豊かで安全な地域環境を守ることは、全世

界の共通の願いであります。

この切なる人類の願いにかかわらず、今なおこの地球上には

大量の核兵器が蓄積され、核実験・核競争が行われ、この脅威

から解放されておりません。核兵器の使用は地球を破壊し、す

べての人類、すべての文明を破滅させるものであります。

世界唯一の被爆体験国である日本国民は、この過ちを再び繰

り返さないために、核兵器の廃絶を世界に訴え続け、核競争に

歯止めをかけなければなりません。

愛林の町を宣言している私たち津別町民は、緑豊かな自然と

郷土を守り子孫に伝えるためにも、非核三原則の作らず・持た

ず・持ち込ませずの理念を尊守し、恒久平和の実現を願い、こ

こに「非核・平和の町宣言」をする。

以上、決議する。

平成10年９月25日　　　　　 北海道網走郡津別町議会

今年で69回目の終戦記念日を迎えます。しかし、

今なお広島・長崎の原爆の後遺症に苦しむ多くの人

たちがいます。

核も戦争もない平和な世界は人類の願いでありま

すが、テロと報復戦争が繰り返されています。

津別町は、平成10年９月に左記の「非核・平和

の町宣言」を行い、核兵

器の廃絶を訴えていま

す。また、平成14年には

幸町の忠魂碑跡地に「平

和の碑」を建立し、恒久

平和の実現を願っていま

す。さらに、平成21年に、

連帯して世界恒久平和の

実現を願う「平和市長会

議」に加盟しました。



青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ア
フ
リ
カ
・
ザ
ン

ビ
ア
に
派
遣
さ
れ
る
、
津
別
中
学
校
の
渡
邊
美
希

先
生
が
、
６
月
25
日
、
国
際
協
力
機
構
の
ス
タ
ッ

フ
と
共
に
佐
藤
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

渡
邊
先
生
は
、
７
月
か
ら
２
年
間
の
任
期
で
ザ

ン
ビ
ア
に
滞
在
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

で
小
学
生
に
英
語
と
算
数
を
教
え
る
ほ
か
、
地
域

の
女
性
の
自
立
支
援
に
も
携
わ
る
予
定
で
す
。

「
世
界
の
一
番
大
変
な
と
こ
ろ
で
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
頑
張
り
た
い
と
い
う
、
10
年
越
し
の
思
い

が
叶
っ
て
の
派
遣
で
す
。
こ
こ
ま
で
支
え
て
く
れ

た
家
族
、
友

人
、
生
徒
、

仲
間
へ
の
感

謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、

一
生
懸
命
活

動
し
て
き
ま

す
」
と
、
出

発
に
あ
た
っ

て
決
意
を
新

た
に
し
て
い

ま
し
た
。

野
生
大
麻
ゼ
ロ
作
戦
！

大
麻
の
抜
き
取
り
作
業
を
実
施

学
校
給
食
用
と
し
て
津
別
町
肉
牛

振
興
会
（
川
瀬
敦
史
会
長
・
写
真
中

央
）
か
ら
津
別
町
産
黒
毛
和
牛
肉
の

寄
贈
が
、
津
別
町
酪
農
振
興
会
（
田

上
貴
志
会
長
・
写
真
右
）
か
ら
津
別

町
産
牛
乳
「
明
治
北
海
道
牛
乳
彩
る

季
節
」
６
月
〜
10
月
放
牧
牛
乳
の
提

供
あ
り
、
７
月
８
日
、
林
教
育
長
に

目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

給
食
を
通
じ
て
地
元
の
食
材
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心
安
全
な
も

の
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
牛
肉
の

寄
贈
は
45
o
、
週
一
回
提
供
の
牛
乳

は
通
常
よ
り
割
高
に
な
る
分
と
の
差

額
を
酪
農
振
興
会
が
負
担
し
ま
す
。

津
別
町
体
験
交
流
施
設
（
通
称：

み
ぃ
と
イ
ン
つ

べ
つ
）
の
新
館
が
落
成
し
、
７
月
15
日
、
オ
ー
プ
ン

式
と
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
館
（
前
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
・
テ
ィ
エ
ラ
）
に
隣

接
し
て
新
た
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
新
館
と
、

両
館
を
つ
な
ぐ
渡
り
廊
下
が
完
成
し
た
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
50
名
あ
ま
り
の
宿
泊
客
の
受
け
入
れ
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
式
で
は
、
佐
藤
町
長
や
来
賓
の
方
な
ど

か
ら
宿
泊
施
設
不
足
の
解
消
に
向
け
て
期
待
の
声
が

寄
せ
ら
れ
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
菊
池
能
正
さ
ん

（
有
限
会
社
日
本
ミ
ー
ト
代
表
取
締
役
）
は
、
関
係

者
へ
の
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等

へ
の
し
っ
か
り
し
た
対
応
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

津
別
の
安
心
食
材
を
子
ど
も
た
ち
に

牛
肉
寄
贈
と
放
牧
牛
乳
の
提
供

７
月
19
・
20
日
の
二
日
間
、
第
57

回
津
別
高
校
学
校
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

19
日
は
、
行
灯
パ
レ
ー
ド
に
続
き
、

さ
ん
さ
ん
館
で
よ
さ
こ
い
演
舞
が
行

わ
れ
、
生
徒
た
ち
の
熱
気
あ
ふ
れ
る

踊
り
に
、
会
場
を
埋
め
た
観
客
か
ら

盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

よ
さ
こ
い
演
舞
終
了
後
に
行
灯
、

プ
ラ
カ
ー
ド
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

３
部
門
で
審
査
が
行
わ
れ
、
３
年
生

チ
ー
ム
が
行
灯
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

部
門
の
一
位
に
輝
き
ま
し
た
。

７
月
７
日
、
津
別
町
内
で
大
麻
の
抜

き
取
り
作
業
『
野
生
大
麻
ゼ
ロ
作
戦
！
』

が
実
施
さ
れ
、
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
北
見
保
健
所
、
役
場
な
ど
か
ら
27

名
が
参
加
。
昨
年
の
10
倍
以
上
、
約
４

千
本
の
大
麻
を
抜
き
取
り
ま
し
た
。

北
見
保
健
所
管
内
に
は
、
多
く
の
野

生
大
麻
が
自
生
し
て
お
り
、
大
麻
を
悪

用
し
た
犯
罪
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
毎
年
大
き
く
生
育
す

る
前
の
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
抜
き
取
ら
れ
た
大
麻
は
埋
め
立

て
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

辻
さ
ん
親
子
に
最
優
秀
賞

平
成
26
年
度
「
親
と
子
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
北
見
地
区
大
会

（
主
催
　
北
見
保
健
所
、
北
見
歯
科
医

師
会
）
で
、
津
別
町
の
辻
良
亮
さ

ん
・
苺
美
ち
ゃ
ん
親
子
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
に
、
北
見
保
健
所
管
内
で

３
歳
児
歯
科
健
康
診
査
を
受
診
し
た

幼
児
と
そ
の
親
を
対
象
に
審
査
が
行

わ
れ
、
辻
さ
ん
親
子
ら
が
最
も
健
康

的
な
歯
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

６
月
７
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
に

は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
出
席
。
お
母
さ

ん
の
真
由
香
さ
ん
は
「
食
事
の
後
に
、

き
ち
ん
と
歯
磨
き
す
る
習
慣
を
続
け

て
き
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
」
と
、

受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

観
光
客
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
受
け
入
れ
に
対
応

津
別
町
体
験
交
流
施
設
の
新
館
オ
ー
プ
ン

６
月
22
日
、
平
成
26
年
津
別
消
防
演
習
が
、
津
別

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

津
別
消
防
署
か
ら
17
名
、
消
防
団
か
ら
１
０
８
名

（
う
ち
美
幌
消
防
団
６
名
）、
車
両
８
台
が
演
習
に
参

加
し
、
小
隊
訓
練
や
消
防
ポ
ン
プ
車
操
法
な
ど
日
ご

ろ
の
訓
練
成
果
を
披
露
。
と
き
お
り
強
い
雨
が
降
る

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
面
を

使
っ
た
、
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
演
習
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
後
、
消
防
庁
舎
前
の
道
道
に
会
場
を
移
し
、

工
場
火
災
を
想
定
し
た
模
擬
火
災
訓
練
の
一
斉
放
水

が
行
わ
れ
、
署
員
・
団
員
た
ち
は
本
番
さ
な
が
ら
の

真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

万
全
の
準
備
で
災
害
に
備
え
る

津
別
消
防
演
習
実
施

７
月
14
日
、
津
別
町
交
通
安
全
協
会
（
柳
瀬
輝
彦

会
長
）
か
ら
町
に
、
交
通
安
全
標
語
を
プ
リ
ン
ト
し

た
車
体
掲
示
用
反
射
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

シ
ー
ト
に
は
『
第
22
回
交
通
安
全
に
関
す
る
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
』
小
学
生
の
部
最
優
秀
作
品
「
あ
ぶ
な

い
ぞ
　
ス
マ
ホ
を
見
る
な
　
前
を
見
ろ
」（
津
小
６

年
・
水
戸
部
郡
く
ん
＝
写
真
左
か
ら
３
人
目
）
と
、

中
学
生
の
部
最
優
秀
作
品
「
そ
の
笑
顔
　
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
で
　
守
ろ

う
よ
」
（
津
中

３
年
・
眞
鍋
葉

月
さ
ん
＝
写
真

右
か
ら
３
人
目
）

が
そ
れ
ぞ
れ
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て

お
り
、
混
乗
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の

車
体
側
面
に
掲

示
し
て
、
交
通

安
全
啓
発
に
役

立
て
ら
れ
ま

す
。

交
通
安
全
標
語
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
寄
贈

混
乗
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
車
体
に
掲
示

青
年
海
外
協
力
隊
で
ザ
ン
ビ
ア
に
派
遣

津
別
中
の
渡
邊
先
生
が
出
発
の
報
告

第
57
回
津
別
高
校
学
校
祭

行
灯
パ
レ
ー
ド
＆
よ
さ
こ
い
演
舞
で
学
年
別
に
競
演



通信指令室　　美幌消防署です。火事ですか？ 救急ですか？

通　報　者　　「火事（救急）です」

通信指令室　　美幌町ですか？　津別町ですか？

通　報　者　　「津別町です」

《予　告　指　令！》

発生した町の各消防署へ、火災・救急の予告が指令され各隊員は出動準備を始めます！

通信指令室　　場所はどこですか？

通　報　者 「消防太郎という家です」「住所は、〇〇町〇番地です」

確認のため、隣の世帯主名や近くの目標物をお聞きすることがあります。

通信指令室　　何が燃えていますか（誰がどうしましたか）？

通　報　者 「家が燃えています（交通事故で怪我人がいます）」など

《出　動　指　令！》

消防（救急）車が出動します。通報内容により、出動車両や人員を増やします。

出動後に詳細な内容をお聞きし、最後に通報者のお名前と電話番号をお聞きします。

８/１(金)
～９/９(火)

募集種目

自衛官

候補生

８/１(金)
～９/９(火)

一般曹候補生

応募資格 受付期間

航空学生（海・空）
高卒(見込含)
21歳未満

試験期日(１次)

防衛医科大学校
学生

防衛大学校学生

高等工科学校

生徒

９/23 (火)

10/18 (土)

８/１(金)
～９/９(火)

男子

女子

年間を通じて
行っています

18歳以上
27歳未満

９/５(金)
～９/30(火)

９/５(金)
～９/30(火)

中卒(見込含)
17歳未満

北見地域事務所に
お問い合わせください

11/１(土) ･２(日)

９/19 (金)
９/20（土）

問い合わせ先　自衛隊北見地域事務所　†0157－23－6826
募集コールセンター（受付時間　12時～20時）
フリーダイヤル　†0120－063792
ナビダイヤル　　†0570－045818（携帯電話）

高卒(見込含)
21歳未満

７
月
19
・
20
日
の
２
日
間
、
つ
べ
つ
グ
レ
ス
テ

ン
ス
キ
ー
場
で
、
グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
の
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

サ
ラ
エ
ボ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
元
代
表
選
手
の
岩
谷

高
峰
さ
ん
ら
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
迎
え
、

「
グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
を
利
用
し
た
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
の
基
本
動
作
の
マ
ス
タ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
講

習
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
や
ス
キ
ー
愛
好
家
が
、

真
剣
な
表
情
で
技
術
の
習
得
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

最
初
は
硬
い

動
き
が
目
立
っ

た
参
加
者
た
ち

も
、
岩
谷
さ
ん

の
指
導
で
見
る

見
る
上
達
し
、

気
持
ち
よ
さ
そ

う
に
ゲ
レ
ン
デ

を
滑
走
し
て
い

ま
し
た
。

７
月
18
日
、
平
成
26
年
度
の
「
ふ
れ
あ
い
町
民
の

つ
ど
い
」（
主
催
　
社
明
運
動
津
別
町
推
進
委
員
会
）

が
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
推
進
委
員
長
を
務
め
る
佐
藤
多
一
町
長
の
主

催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
美
幌
地
区
保
護
司
会
津
別
分

区
長
の
福
井
全
雅
さ
ん
が
法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
紹
介
。
続
い
て
行
わ
れ
た
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式
で
は
、
入
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た

（
最
優
秀
賞
作
品
を
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

後
半
は
、
N
P
O
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
理
事

長
・
米
山
け
い
子
さ
ん
に
よ
る
「
未
来
に
つ
な
が
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
生

活
困
窮
者
等
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
食
糧
支
援
活

動
の
実
例
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
ふ
れ
あ
い
町
民
の
つ
ど
い
」
開
催

元
五
輪
選
手
・
岩
谷
さ
ん
ら
が
指
導

グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
講
習
会
実
施

◎毎年好評のアメリカン盆ダンス

◎目指せ！優勝賞品　子ども・大人仮装盆踊り

◎津別の特産品が当たるお楽しみ抽選会

●会　場　　　　津別神社境内　

●仮装申し込み　当日会場で受け付けます

●問い合わせ先

津別観光協会事務局（役場内）

†76－2151（内線315）

８月15日（金）
午後６時30分から

※悪天候の場合、16日午後６時30分に順延となり
ます（開催の問い合わせ先は下記のとおり）。

９/25 (木)
９/26（金）

防衛医科大学校
（看護学科）

前期：9/5～30
後期：1/21

～1/30

前期：11/8 (土)
・9（日）

後期：2/28（土）

駐車場は、商工会館、さんさん館、町営駐車場（林

協様横）等をご利用ください。

９/27 (土)
９/28（日）

119119番通報と消番通報と消防防 ((救急救急)) 車の出動について車の出動について
～消防本部・通信指令室からのお知らせ～

◎119番通報を受理し、火事か救急か・発生場所・大まかな内容がわかればすぐに消防（救急）車が出動

します。出動後に詳細な内容をお聞きしていますのでご理解ご協力をお願いします。

問い合わせ先 美幌・津別広域事務組合 消防本部 通信指令室　†0152－73－1211

※通報が長くなっても、通報内容は別の通信指令員が出動した消防（救急）隊に無線等で連絡しますので、
通信指令員の質問に最後まで落ち着いてお答えください。

■119番を受理してから消防（救急）車の出動までの流れは次のとおりです。

■■■119番に通報したらいろいろ聞かれますが、出動が遅くなりませんか？■■■

津 別 町 1 3 0 年 記 念



「
畑
仕
事
も
そ
ろ
そ
ろ
や
め
よ
う
か

な
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
頼
ま
れ
る
と

そ
う
も
い
か
な
く
て
」
と
笑
う
村
田

泰
市
さ
ん
。
今
も
ハ
ウ
ス
で
育
て
た

季
節
ご
と
の
野
菜
を
、
道
の
駅
あ
い

お
い
に
出
荷
し
て
お
り
、
ト
マ
ト
や

な
す
、
き
ゅ
う
り
な
ど
採
り
た
て
の

新
鮮
な
野
菜
を
求
め
て
、
釧
路
や
北

見
か
ら
も
顔
な
じ
み
の
お
客
さ
ん
が

訪
れ
る
そ
う
で
す
。

農
家
の
次
男
と
し
て
大
昭
に
生
ま

れ
た
村
田
さ
ん
は
、
25
歳
で
所
帯
を

持
ち
、
布
川
の
５
ha
の
土
地
で
畑
作

を
始
め
ま
す
。

31
歳
か
ら
は
営
林
署
に
勤
め
、
兼

業
農
家
と
し
て
一
年
を
通
し
て
仕
事

に
励
み
、
一
男
一
女
を
育
て
上
げ
ま

し
た
。「
そ
の
ぶ
ん
、
畑
の
方
で
は
家

内
に
苦
労
を
か
け
た
」
と
、
夫
婦
二

人
三
脚
で
の
奮
闘
を
振
り
返
り
ま
す
。

仕
事
に
追
わ
れ
る
中
で
、
若
き
日

の
村
田
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

の
が
相
撲
大
会
へ
の
出
場
。
昭
和
30

年
代
ま
で
は
、
秋
祭
り
の
催
し
な
ど

で
素
人
相
撲
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
力
自
慢
で
、

中
学
時
代
は
網
走
管
内
の
相
撲
大
会

で
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
る
村
田
さ
ん

は
、「
20
代
は
津
別
だ
け
で
な
く
、
近

く
の
町
で
開
か
れ
る
相
撲
大
会
に
も

よ
く
参
加
し
ま
し
た
。
勝
て
ば
賞
金

が
出
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
小
遣

い
稼
ぎ
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
当
時

を
懐
か
し
み
ま
す
。

現
在
、
布
川
友
愛
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
長
と
し
て
、
地
区
の
お
年
寄
り
の

ま
と
め
役
を
し
て
い
る
村
田
さ
ん
。

役
員
の
高
齢
化
な
ど
で
老
人
ク
ラ
ブ

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
期
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
60
〜
70
代
の
住
民

が
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

会
員
７
人
と
い
う
小
所
帯
な
が
ら
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
で
清
掃
活
動

や
花
壇
作
り
、
親
睦
会
な
ど
、
地
域

の
環
境
整
備
や
奉
仕
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

むらた　やすいちさん／昭和15年１月、津別町生まれ／74歳／布川在住

さ
ん

若
い
こ
ろ
は

相
撲
大
会
で
活
躍

村
田
　
泰
市

【436】

問い合わせ先 †76－2151 税務担当（220・221）
収納担当（218）

今
年
４
月
か
ら
津
別
町
役
場
に
勤
め

て
い
る
小
西
駿
士
さ
ん
。
保
健
福
祉
課

介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
福
祉

担
当
の
新
人
職
員
と
し
て
、
先
輩
職
員

の
手
伝
い
や
窓
口
業
務
な
ど
に
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

旧
端
野
町
（
現
北
見
市
端
野
町
）
出

身
の
小
西
さ
ん
は
、
北
見
柏
陽
高
等
学

校
か
ら
札
幌
学
院
大
学
経
営
学
部
に
進

学
。
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
人
の
た
め
に

な
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
、
早
く

か
ら
出
身
地
で
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

自
治
体
へ
の
就
職
を
志
望
し
て
い
ま
し

た
。
面
接
試
験
で
津
別
を
訪
れ
た
際
に

は
、
端
野
に
似
た
街
並
み
を
見
て
、
故

郷
に
帰
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
そ

う
で
す
。

「
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
福
祉
担
当
と
し
て
少
し
で
も

困
っ
て
い
る
方
の
役
に
立
て
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
、
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

た
小
西
さ
ん
。
庁
舎
内
だ
け
で
な
く
、

街
中
で
出
会
っ
た
人
に
も
、
自
分
か
ら

積
極
的
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
る
そ
う
で
、「
見
知
ら
ぬ
若
者

か
ら
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
ら
、
私
だ
と
思

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
さ
り
げ
な
く
自

己
ア
ピ
ー
ル
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

元
気
な
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
て
い
ま
す

小
西
　
駿
士

さ
ん

こにし　たかしさん／平成３年10月生まれ／津別町

役場勤務／達美在住

個
人
事
業
者
の
方
で
、
前
年
分
の
確
定
消

費
税
額
が
一
定
金
額
を
超
え
る
方
は
、
中
間

申
告
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
額

及
び
地
方
消
費
税
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
中
間
申
告
と
納
税
が
必
要
な
方

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成
25
年
分
の
確

定
消
費
税
額
が
48
万
円
を
超
え
る
方
は
、
中

間
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

こ
の
「
平
成
25
年
分
の
確
定
消
費
税
額
」

と
は
、
平
成
25
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
り
確

定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
を
い
い
、
期
限
後

申
告
又
は
修
正
申
告
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
確
定
し
た
消
費
税
の

年
税
額
を
い
い
ま
す
。
消
費
税
と
地
方
消
費

税
を
合
わ
せ
た
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
中
間
申
告
の
方
法

次
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
い
ず
れ
か
の
方

法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

q
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

w
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告
（
事
業
状
況

が
平
成
25
年
と
著
し
く
異
な
る
場
合
な
ど

の
と
き
）

○
申
告
と
納
付
期
限

確
定
消
費
税
の
額
（
地
方
消
費
税
分
を
除

く
額
）
が
48
万
円
を
超
え
４
０
０
万
円
以
下

の
方
は
平
成
26
年
９
月
１
日
（
月
）
ま
で
に

申
告
・
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。
振
替
納
税

を
ご
利
用
の
方
の
振
替
日
は
平
成
26
年
９
月

29
日
（
月
）
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
等
の
中
間
申
告

● 開 催 日 平成26年10月５日（日）雨天決行

・受　　付　午前８時00分～午前８時30分

・開 会 式 午前８時45分

・スタート　午前10時30分（一斉スタート）

● 種 目

・ハーフコース（21.0975km） 一般男女年代別

・10kmコース 一般男女年代別（中学男女含む）

・ 5kmコース 一般男女年代別・中学男女・小学４年～６年男女

・ 3kmコース 小学１年～３年男女・自由参加（年齢性別は問いません）

※ハーフコース、10kmコース、５kmコースに参加する高校生は、一般男女

年代別に該当します。

※10kmコースに参加する中学生は、一般男女年代別に該当します。

● 参加料 q一般 1,500円 w中高生 1,000円 e小学生 700円

● 定　員 300名（先着順）

● 締　切 申込書に必要事項を記入の上、参加料を添えて下記の申し込み先まで

９月１日（月）厳守でお申し込みください。

また、申込用紙は津別町中央公民館でお受け取り（町外郵送可能）になるか、津別町のホー　

ムページ（http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/）からダウンロードすることができます。

● 申し込み・問い合わせ先 津別町中央公民館内　つべつ紅葉マラソン大会事務局　†76－2713



移
動
献
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が

来
町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

８
月
11
日
（
月
）

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

９
時
30
分
〜
11
時
50
分

13
時
00
分
〜
14
時
20
分

丸
玉
産
業
前
（
達
美
工
場
）

14
時
40
分
〜
15
時
30
分
　
　

い
し
ば
し
呉
服
店
前

15
時
50
分
〜
16
時
30
分

※
当
日
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
に
は
、
津
別
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
卵
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１

(

内
線
２
３
１)

「
北
方
領
土
返
還
要
求
強
調
月
間
」

に
伴
い
、
北
方
領
土
返
還
要
求
の

署
名
コ
ー
ナ
ー
を
次
の
場
所
に
設

置
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

設
置
期
間
　

８
月
１
日
（
金
）
〜

８
月
29
日
（
金
）

設
置
場
所
　

役
場
　
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

※
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
に

つ
い
て
は
、
政
府
要
求
・
請
願
用

に
し
か
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１（
内
線
２
０
８
）

こ
の
事
業
は
、
若
者
の
採
用
・

育
成
に
積
極
的
な
企
業
に
「
若
者

応
援
企
業
」
を
宣
言
し
て
い
た
だ

き
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
及
び
北
海
道

労
働
局
が
積
極
的
に
企
業
の
Ｐ
Ｒ

等
を
行
い
ま
す
。

若
者
応
援
宣
言
時
に
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト
は
、
北

海
道
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
公
開
し
、

若
年
求
職
者
及
び
新
規
学
校
卒
業

者
の
皆
さ
ん
に
提
供
い
た
し
ま
す
。

若
年
者
及
び
新
規
学
卒
者
の
雇

用
を
お
考
え
の
と
き
に
は
「
若
者

応
援
企
業
」
を
宣
言
し
、
積
極
的

に
企
業
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

†
73-

３
５
５
５

税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お

預
か
り
致
し
ま
し
た
、
約
87
万
件

の
下
記
の
よ
う
な
未
返
還
の
保
管

証
券
類
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
。

◎
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
　

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
　

の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
　

た
通
貨
・
証
券
。

◎
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）
、
満
州

（
瀋
陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山

な
ど
）
に
あ
っ
た
在
外
公
館
、

日
本
人
自
治
会
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
類
の
う
ち
日
本
に

返
還
さ
れ
た
も
の
。

【
保
管
証
券
類
と
は
…
】

税
関
が
保
管
し
て
い
る
通
貨
・

証
券
類
に
は
、
携
帯
輸
入
が
禁
止

さ
れ
た
一
定
額
を
超
え
た
も
の
に

つ
い
て
上
陸
港
で
引
揚
者
か
ら
税

関
が
預
か
っ
た
『
上
陸
港
扱
い
の

保
管
物
件
』、
外
地
か
ら
の
引
き
揚

げ
の
際
、
在
外
公
館
又
は
日
本
人

自
治
会
へ
寄
託
さ
れ
、
最
終
的
に

税
関
に
移
管
さ
れ
た
『
外
地
扱
い

の
保
管
物
件
』
が
あ
り
ま
す
。

※
返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で

な
く
ご
家
族
の
方
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
最
寄
り
の
税
関
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
税
関
支
署
網
走
出
張
所

†
０
１
５
２-

43-

５
８
１
１
　
　

第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
　
社

明
津
別
町
推
進
委
員
会
）
の
入
選

作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た(

最
優

秀
賞
の
み
掲
載)

。

◎
小
学
生
の
部
最
優
秀
賞

『
心
が
ね
　
お
こ
っ
て
い
る
よ

は
ん
ざ
い
に
』

植
松
歩
有
子
さ
ん(

津
小
４
年)

◎
中
学
生
の
部
最
優
秀
賞

『
や
さ
し
さ
と
　
笑
顔
で
つ
な
ぐ

希
望
の
輪
』

前
田
愛
佳
さ
ん(

津
中
２
年)

◎
一
般
の
部
最
優
秀
賞

『
思
い
や
り
　
優
し
い
心
で

“
和
”
を
つ
な
ご
う
』

　
　
青
島
千
秋
さ
ん(

一
般)

町
と
教
育
委
員
会
で
は
、
11
月

３
日
の
文
化
の
日
に
、
町
政
の
発

展
や
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
推
進

に
寄
与
さ
れ
た
方
や
、
他
の
模
範

と
な
る
よ
う
な
行
い
を
さ
れ
た
方
、

文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
顕

著
な
功
績
を
残
さ
れ
た
個
人
と
団

体
の
方
に
、
毎
年
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。

清
掃
活
動
や
地
域
へ
の
奉
仕
活

動
な
ど
、
目
立
つ
こ
と
な
く
善
行

を
長
年
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る
人

が
い
ま
し
た
ら
、
町
へ
推
薦
し
て

く
だ
さ
い
。

表
彰
の
種
類

・
功
労
表
彰
（
自
治
・
消
防
・
産
業

開
発
・
社
会
福
祉
・
教
育
文
化
）

・
善
行
表
彰

・
文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

推
薦
締
切
日

９
月
２
日
（
火
）

推
薦
先

・
功
労
と
善
行

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１
（
内
線
２
２
４
）

・
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ

中
央
公
民
館
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
７
１
３

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主：

建
設
業

を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者：

建
設
業

の
現
場
で
働
く
人

○
掛
金：

日
額
３
１
０
円

特
　
長

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で

は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
業
退
職
金
共
済
北
海
道
支
部

†
０
１
１-

２
６
１-

６
１
８
６

６
月
24
日
に
実
施
し
た
３
歳
児

健
診
で
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

遠
藤
　
里
恋
り
こ

ち
ゃ
ん
（
活
汲
）

真
鍋
　
光
輝
こ
う
き

く
ん
（
岩
富
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
２
）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

功
労
者
・
善
行
者
及
び
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
推
薦
に
つ
い
て

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

「
献
血
」
に
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

北
方
領
土
返
還
要
求

署
名
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
「
若
者

応
援
企
業
」
を
募
集
中
で
す

実
在
す
る
報
道
機
関
と
似
た
名
称

に
惑
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

放
送
局
な
ど
が
「
取
材
に
応
じ
れ

ば
被
害
金
を
取
り
戻
す
」
な
ど

と
電
話
を
か
け
る
こ
と
は
、
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
お
金
を
支

払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
の

は
極
め
て
困
難
で
す
。
き
っ
ぱ

り
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談
は

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

★
８
月
14
・
15
日
は
休
み
の
た
め
、

ご
相
談
は
役
場
商
工
観
光
グ
ル
ー

プ
で
受
け
付
け
ま
す
。 産業振興課

商工観光
グループ
†76－2151
（内線258）

放
送
局
を
名
乗
る
男
か
ら

「
過
去
の
投
資
被
害
の
取
材
に
応

じ
て
く
れ
た
ら
、
被
害
金
が
取

り
戻
せ
る
」
と
、
電
話
が

あ
っ
た
。

そ
の
後
、
送
ら
れ
て
き

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
有

名
な
キ
ャ
ス
タ
ー
の
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
す

っ
か
り
信
用
し
た
。

そ
し
て
、「
被
害
金
を
取

り
戻
す
代
わ
り
に
金
の
取

引
き
に
出
資
し
て
ほ
し
い
」

と
誘
わ
れ
、
断
れ
ず
21
万
円
を

振
り
込
ん
だ
。

そ
の
後
連
絡
が
と
れ
な
く
な

っ
た
。
騙
さ
れ
た
の
か
？

８月は
運動強調
月間です

Ｑ 社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

標
語
入
賞
作
品
紹
介

A

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
ら
れ
た
方
々
へ

放
送
局
を
装
う
騙だ
ま

し
の
手
口
！

飲
酒
運
転
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う

７
月
13
日
、
小
樽
市
で
、
酒
気

帯
び
運
転
の
自
動
車
が
ひ
き
逃
げ

し
、
歩
行
者
４
人
を
死
傷
さ
せ
る

と
い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
車
両
な
ど
を
提
供

し
た
者
、
酒
類
を
提
供
し
た
者
及

び
同
乗
し
た
者
も
罰
則
等
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
周
囲
の
人
も
、
運

転
者
が
飲
酒
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
飲
酒
運
転
に
係
る
主
な
罰
則
】

○
酒
酔
い
運
転
を
し
た
場
合

運
転
者
本
人
・
車
両
提
供
者
は
、

５
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以

下
の
罰
金
。

酒
類
提
供
者
と
同
乗
者
は
、
３

年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下

の
罰
金
。

○
酒
気
帯
び
運
転
を
し
た
場
合

運
転
者
本
人
・
車
両
提
供
者
は
、

３
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以

下
の
罰
金
。

酒
類
提
供
者
・
同
乗
者
は
２
年

以
下
の
懲
役
又
は
30
万
円
以
下
の

罰
金
。

住民企画課
住民企画
グループ

万引きは犯罪！　たばこは非行の入り口！
インターネットには危険がいっぱい！
◎非行防止は家庭から

・家庭は最も身近な社会です。

・インターネットを利用して犯罪被害に遭わないた

めに、家庭でのルール作り。

◎こんな兆候は要注意

・行き先を言わず外出をしたり、帰宅時間が不規則

になり、夜遊びや外泊が多くなった。

・親に隠れて長時間携帯電話を利用したり、知らな

い人からメールが届くようになった。

◎子どもの携帯電話にフィルタリングサービスを

・子どもを犯罪被害から守るために、子どもの使用

する携帯電話に有害サイトへのアクセスを制限で

きるフィルタリングを利用することが法律で定め

られています。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。



後納制度をご存知ですか

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222、223

▼後納制度とは

これまでは、国民年金保険料を納め忘

れたまま２年を超えると保険料を納める

ことができませんでしたが、平成24年

10月１日から平成27年９月30日までの

３年間に限り、過去10年以内の納め忘れ

た保険料を納めることができるようにな

りました。

将来の年金額を増やすことや、これま

で年金の受給ができなかった方が年金受

給資格を得られる場合があります。

▼ご自分の年金記録を確認したい方は

年金記録については、ねんきんネット

(http://www.nenkin.go.jp/n_net/)

でご確認いただけます。

▼後納制度は申し込みが必要です

後納制度は事前に申し込みが必要です

が、審査の結果、後納制度による納付を

ご利用いただけない場合があります。詳

しくは、下記へお問い合わせください。

○国民年金保険料専用ダイヤル

†0570－011－050

○北見年金事務所

†0157－25－9635

第一種事業

■オホーツク総合振興局から送付する納税通知書で、第１期

（９月１日期限）と第２期（12月１日期限）の２回に分けて納

めていただきます。

物品販売業、不動産貸付業、飲食店業など

問い合わせ先 オホーツク総合振興局税務課

【課税に関すること】 課税係　†0152ー41－0613

【納税に関すること】 納税係　†0152－41－0616

５％

個人事業税は、道内に事務所（事業所）があり、事業を行

っている個人に、その所得を基礎として課税される道税です。

事業の所得から各種控除額を差し引いたものに次の税率を

かけて算出します。

４％

５％

３％

第二種事業

第三種事業

畜産業、水産業など

医業、理・美容業、クリーニング業など

あん摩・はり・きゅう業など

問い合わせ先

（公財）北海道暴力追放センター北見支局

†0157－61－5982

q暴力団の違法な資金獲得活動の実態周

知と被害防止

振り込め詐欺、サラ金・携帯電話使用料等

の架空請求、書籍の購入要求、ゆすり、たか

り等の暴力的要求行為その他の暴力被害の早

期相談と積極的な届出を呼びかける。

w少年に対する暴力団の影響排除と環境

の浄化

暴力団関係者との交遊、車の暴走行為や薬

物乱用等の非行行為を見たときは、保護者や

関係者に知らせるよう呼びかける。

夏の暴力追放運動
（７月21日～８月20日）

消

防

団

員

募

集

◇
消
防
団
と
は
？

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
公
の
機
関
で
、
消

防
署
と
連
携
し
て
活
動
し
ま
す
。

◇
消
防
団
員
の
立
場
は
？

消
防
団
員
は
権
限
と
責
任
を
有
す
る
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

◇
活
動
の
内
容
は
？

消
防
署
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
平

常
時
は
各
種
訓
練
や
予
防
活
動
を
行
い
、

火
災
時
は
消
火
活
動
、
地
震
や
風
水
害

時
に
は
救
助
・
救
出
等
を
行
い
ま
す
。

◇
入
団
資
格
は
？

・
津
別
町
に
居
住
し
て
い
る
人

・
年
齢
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

◇
ま
ず
は
お
電
話
を
！

問
い
合
わ
せ
先

津
別
消
防
署
　
†
76-

２
１
８
９

※
知
り
合
い
に
消
防
団
員
が
い
れ
ば
、
気

軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

津
別
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
津
別
で
暮
ら
す
あ
な
た

だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

津別町農地賃借料を公表します

津別町における平成25年１月から12月までに締結

（公告）された賃借料における賃借料水準（円／10a当

たり）は、以下のとおりとなっています。

東　　岡

高台・豊永

活汲・岩富
達美

沼沢・本岐
木樋・二又

地　区

美都・上里

8,300

7,800

平均額

6,400

6,800

5,900

5,400

8,600

(参考)
津別町平均

3,000

恩根・栄・双葉

最　　上

共　　和

大昭・布川
相生

8,000

8,000

8,000

6,300

10,000

9,600

5,300

7,000

7,600

最低額最高額

7,500

4,500

7,000

5,000

5,000

データ数

8,000

3,000

2,000

5,000

2,000

3,500

10

2

5

8

4

50

5

4

5

7

・データ数は、集計に用いた件数です。

・金額は、算出結果を四捨五入し、100円単位として

います。

・「（参考）津別町平均」の平均額は、各区分の集計

に用いた全賃借料データの平均です。

問い合わせ先　農業委員会事務局 †76－2151

重 点 目 標

8月は町道民税第２期
国民健康保険税第３期の納付月です　　

※口座振替をご利用の方は、引落口座の残高の確認をお願いいたします。

納付期限は９月１日（月）です

問い合わせ先 税務収納グループ　† 76－2151 
税務担当（内線220・221）収納担当（内線218）

環境省「子どもの健康と環境に関する全国調査」

エコチル調査への参加登録ありがとうございました

《問い合わせ先》

北海道ユニットセンター北見サブユニット

日本赤十字北海道看護大学　エコチル調査担当者あて

†0157－66－3311（大学代表）

午前９時～午後５時（土・日・祝日を除く）

E-mail ecochil@rchokkaido-cn.ac.jp

平成23年2月に開始したエコチル調査は、この４月で約3年間の

登録期間が終了いたしました。全国103,104人、北海道8,362人、

北見地区1,508人（津別町36人）にご参加いただきました。皆様の

ご協力に厚くお礼申し上げます。

今後は半年ごとに実施される質問票調査が13歳になるまで継続

されるのと平行して、12月からは一部の方を対象に詳しい調査を

行う「詳細調査」が始まります。

エコチル調査はお子さまの健康を増進するために行われていま

すので、皆様の子育てに役立つ、有用な結果が出ましたら、さま

ざまな形で情報として還元したいと思います。引き続きご協力い

ただけますようよろしくお願いいたします。

美幌消費者協会は日常の生活で必要な商品知識、価格等を調べ、

正しい情報を発信しています。情報誌（北のくらし、きらめっく、

すずらん等）を通じて「食の安全」「環境問題」「悪質商法の対策」

などを一緒に考えながら、心身ともに豊かで安心の暮らしを目指

している協会です。年会費1,000円でいつでも入会できます。

町内会、職場、団体など５人以上集まってくだされば、出前講

話に出向きます。また、悪質な訪問や詐欺的な行為の情報があり

ましたらお知らせください。

美幌消費者協会では会員を募集しています！

問い合わせ先 美幌消費者協会　†・FAX  72－0366

受験資格 昭和57年4月2日から平成9年4月1日までに生まれた方

受付期間 平成26年8月12日～8月27日（電子申請は8月22日まで）

第一次試験 試験日　平成26年9月21日（日）

試験地　道内22会場（札幌、北見ほか）、東京

平成26年度（第２回）北海道警察官採用試験について

問い合わせ先 美幌警察署　† 72－0110 警務係

～植物のかおりをまちづくりに活かす

企画をお待ちしています～

応募要件 かおりの樹木・草花を用いた、

街区・近郊地区の「みどり香るまちづく

り」を演出する企画を募集します。

賞と副賞 環境大臣賞１点（副賞：企画に

応じた樹木、その他の草木の苗木・苗を

全て提供＝100万円相当）、他各賞

応募締切 平成26年10月10日（金）

※応募方法、過去の受賞例等は企画コンテ　

ストホームページをご覧ください。

問い合わせ先
環境省水・大気環境局大気生活環境室　
† 03－5521－8299

http://www.env.go.jp/air/akushu/midori_machi/index.html

みどり香るまちづくり 検 索


